
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  テキストデータから逆極点図の表示 
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１．概要 

 逆極点図は、ＣｕｂｉｃとＨｅｘａｇｏｎａｌを含むその他の逆極点図がある。 

   逆極点図を以下で表現した場合 

   

 Ｃｕｂｉｃは、φが５５度であるが、その他は９０度である。 

  

 

 Ｃｕｂｉｃは、InverseCubicContourDisplayで表示 

 その他は、InverseContourDisplayで表示しています。 

 

 この ContourDisplayをテキストで表示する方法を説明します。 

 

 

 

 



２．Ｃｕｂｉｃの場合 

 GPInverseDisplayでＣｕｂｉｃの逆極点図を表示 

  

  

 表示は、入力データホルダの Inverselist.TXTを表示しています。 

 

 



 Ｃｕｂｉｃの Inverselist.TXT 

  

 

  

 

 このデータを作成すれば、コマンドから表示できます。 

 Ｃｕｂｉｃの場合、InverseCubicContourDislay.jarが逆極点図を表示しています。 

 バッチファイルイを作成し起動 

 

 

 

 



３．Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合 

 

 

 

InverseContourDisplay.jarが入力データホルダの InverseList.TXTを」表示している。 

 

 



 Hexagonalの InverseList.TXT 

  

 

  

 

 

 

 

 



コマンドで表示 

 

 

 

ＳｉＯ２の格子定数は、 

 C:¥CTR¥work¥MYICDD¥DISP¥disp.txtから取り込まれる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの場合 

 

 

 InverseList.TXTを表示している。 

 

 

 



Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの InverseList.TXT 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



コマンドで表示 

 

 

 


